
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２日から５日まで、2年生修学旅行を実施した。ありがたいことに、引率に加えていただいた。 

修学旅行は、生徒にとって大切な思い出の１つになると思う。そのことからも少し振り返っておきたい。修学旅行

は、歴史的には１８８６年に東京師範学校が千葉で行った「長途遠足」が始まりとされる。当初は富国強兵政策

下での軍事と野外調査などを兼ねた徒歩での長距離の行進だったそうだ（日本修学旅行協会 HP）。 

本校では、沖縄に行く。沖縄で、「はいさーい」とともに、良く聞いた言葉に「ゆい」がある。バスガイドさんも琉球

民謡「ユイユイ」を歌ってくれた。ゆいゆいゆい、ゆいゆいゆい、ゆいまーる。さて、沖縄の「ゆい（結い）」とは、

「助け合い」「共同作業」を意味する言葉で、特に農作業などで人手 

が足りない時に、地域の人々が、互いに協力し合う精神を表し、この 

「ゆい」が「まーる（廻る）」と合わさった「ゆいまーる」は、人と人との 

つながりや絆を大切にする沖縄の文化の根底にある大切な概念だそ 

うだ。私は、沖縄修学旅行で、この「ゆい」をとても感じることができた。 

生徒と生徒、教員と生徒、「沖縄」と生徒。それを少し発信したい。 

学校行事としての修学旅行は、序章に過ぎない。生徒にとって、沖縄に 

対して余韻があることが大切であると思っている。 

生徒の「宝島」における平和学習への取組 

こや通信（名称募集）（公開版）NO.1５                  富士宮北高校校長室 

「ゆい」 
令和７年１２月１０日 

沖縄修学旅行と「ゆいゆいゆい」🎵 

私は、生徒に出発前に、次のような『宝島』の話をした。 

「われらがオンちゃんは、あのアメリカに連戦連勝しつづけた英雄だった。」 

こんな一文から始まる『宝島』（著 真藤順丈 講談社）。「連戦連勝、したっけ？」わたしの浅はかな知識ではそ

う思ってしまった。連戦連勝したのは、“戦果アギヤー”というアメリカ統治下でアメリカ軍から生活必需品などを

盗み出す命懸けの、今でいう窃盗行為である。 

戦果アギヤーは、若者たちが「沖縄人（ウチナンチュ）」である誇りを持って、友（親友）のために、家族のため

に、恋人のために、そしてなにより沖縄と日本のために、地べたにはいつくばってでもやり抜くんだという魂であっ

たことがわかった。盗みのために捕まった刑務所から脱獄するレイとグスク。裏切りにまみれ、若者のみらいはど

うなるのか苦しむ第一部。那覇とコザ、そして、日本本土（ヤマトンチュ）が入り混じってのヤクザの攻防。沖縄を

通して、今の日本（私自身）を振り返らざるを得ないアメリカ軍統治下の第二部。そして、戦後生まれの子どもウ

タによって、いったいどれだけの犠牲の上に沖縄は本土に返還されたのか、心がボロボロになった１９７２年（返

還）直前の第三部へと進む。そして、「あきさみよう！」と喜びに象徴されるが、沖縄にある美しい海も、木々も、砂

浜も、島のおばあが作るごちそうも、三線が奏でる独特の音色も、そして何よりもそこにいる「ひと」たち全てが宝

であり、それが詰まっているのが、沖縄という宝島であることがわかった。この本を１回目に読んだ時、苦しくなる

場面が多かったが、あまりに面白くて一気に読んだことを覚えている。そして、今年、沖縄修学旅行に行くと決ま

って、本校図書館で、もう一度借りて読んだ。 

今年は、戦後８０年。生徒にとって（私自身も）、戦争は教科書で学ぶ歴史の一部になりつつある。そのために

も、ぜひ、生徒と一緒にリアルな戦争を感じたかった。そして、平和祈念資料館と、そこでの講話。ひめゆり学徒

隊の手記や証言。涙を浮かべた複数の生徒、陰で涙を拭っていた女の子、証言映像に一人で聞き入っていた

男の子、ここでの生徒の真剣な表情は、素直な心を持つ、本校の生徒らしさが出ていた。もう少しゆっくり見たか

ったと思う。生徒たちは、過去、現在、未来を結んで（「ゆい」）何か感じてくれていた。それを事前に、当日に、教

員は、生徒に語りかけていた。こういう「ゆい」が積み重なって、将来、必ず意味あるものになると思った。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初日、美ら海水族館に行った。この日、沖縄では、美ら海水族館の長年のアイドルだった、いるかの「オキちゃん」

の訃報があった。現地のテレビでは何度も報道されていた。私たちの修学旅行は、全てが、順風満帆であったわ

けではない。いつもと異なる友だちの一面を見たり、先生に注意を受けたり、体調を崩してしまったり、望むものが

見られなかったり、買えなかったり・・・僅か４日間でも、色々なことがある。それでも、修学旅行委員長の言葉にあ

るように、仲間とともに「ゆい」しながら、成長につなぐ体験はとても多かったように見えた。皆さんはどうだったの

だろうか。「ゆい」を感じられる写真を何枚かを紹介。公園側から「美ら海水族館」を見上げて、写真を取り合って

いた２人組。いるかに触れるセラピー参加の５人組。三線を引くおじいと、地元富士宮の話をしていた４人組。ひめ

ゆり学徒隊の資料を見てくる本校生徒たち。カメラを構える教員と、楽しませる教員。生徒と生徒は助け合いなが

ら、教員と生徒もともに楽しみながら、そして、「沖縄」と共同作業しながら「ゆい」がたくさん見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高の思い出を成長につなげよう（修学旅行委員長の言葉） 

働いて働いて働いて働いて働いてまいります 

修学旅行に出発する前日。今年の流行語大賞が発表された。昨今の多様な働き方、生活スタイルの変化に逆行

するなど、一部の反発もあったようであるが、日本初の女性リーダー、閉塞感から抜け出せない日本の置かれた

状況など、総合的に判断されたようにも思う。そして、何より、高市首相はそれを楽しんでいるように見える。 

修学旅行中、生徒たちは、本当にタイトな日程、３泊４日の団体行動を楽しみながらも、疲労が蓄積されたことと思

う。それでも、現地でいくつもの学校（県外、県内）とすれ違ったが、本校の生徒の行動はとても安心感があった。 

そして、教員集団。今回、一緒に引率させていただいたが、学年主任を中心に、チームワークがとてもよく、５人の

担任と各クラスの副担の互いのリスペクトと、協力体制がとてもよく、まさに「ゆい」を表していた。もちろん、生徒た

ちが良いからだと思うが、教員集団が生徒たちのために、「働いて働いて働いて働いて働いてまいります」というこ

とを、楽しんでいてくれるように見えたことが、とても誇らしかった。 

私は、３日目夕食時、少しだけお時間いただき、現地にて、友人の校長にお会いした。 

沖縄はとても「ゆい」を大切にする。友人の校長は、さらに友人を２人紹介してくれた 

（なんと元教育長であり興南高校の校長。もう一人も元教育長。）。その友人から、お手 

紙を頂いた。最後の一文が学校に向けたものであった。「数ある修学旅行の候補地の 

中から、本県をお選びいただき、心から感謝します。生徒さんたちの成長に資する経験 

になることを願って止みません。旅の安全をお祈り申し上げます。」嬉しくて涙が出た。 

戦後、日本から切り離された歴史を抱えながら、心をヤマトンチュに寄せてくれていた沖縄に心から感謝したい。 

 
 

 

  

 


